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生命のしくみ│生化学の進歩から
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この映画は、生命現象を、互いに関連しあい見事な調和のもとに展
開される化学反応の連鎖としてとらえている。まずタンパク質がど
のようにして作られたか、それが生命まで発展する過程のひとつ、
コアセルベーションの現象を紹介する。さらに、生命現象を酵素に
よる物質の化学変化として生体エネルギーの生産の場である「TCA
サイクル」と、アンモニアの浄化機構である「尿素サイクル」を取
り上げる。

およそ50億年前、宇宙を飛びかう微小な粒子が凝縮して地球が誕生
した。やがて生命が芽生えて発達した。まず、生命の基本物質であ
るタンパク質について、ミラー博士の実験から、原始の海の中でア
ミノ酸が結合し、タンパク質が形成される過程を描く。また、オパー
リン博士のコアセルベーション説、アラビヤゴムのコロイドの実験
等からも、タンパク質から細胞へと進化する過程を解明する。次に
生命現象を解明する筋収縮に関する研究にふれる。体内でアミノ酸
が分解する時、アミノ基がアンモニアとして生じるが、これは有害
で、哺乳類などではこれを尿素に合成している。この尿素合成の仕
組みを生化学者たちがいかに解明していったかを紹介する。細胞内
の複雑微妙な物質交代の話に移る。第 1にエネルギー関係を取り上
げ、ATP生産過程としてTCAサイクルを説明する。第 2は酵素。
生体内の物質変化をつかさどる酵素の触媒作用で、特に注目される
トランスアミナーゼにふれ、日本でも活発にすすめられた成果とし
てGOTの研究やオルニチントランスアミナーゼの研究を紹介する。
最後に、TCAサイクルと尿素サイクルの自動調整という、生体の
複雑微妙かつ巧妙な仕組みに挑む生化学の姿をとらえている。


